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１１．．ははじじめめにに  

 幼稚園においては、幼稚園の生活全体を通して、

幼児に生きる力の基礎を育むことが求められてい

る。そのため、幼稚園教育の基本を踏まえ、小学

校以降の子供の発達を見通しながら教育活動を展

開し、幼稚園教育において育みたい資質・能力を

育むことが大切である。 

新・学習指導要領等では、幼児期の教育から小

学校、中学校、高等学校までの教育を含めた学校

教育全体を見通し、育成を目指す資質・能力が整

理されている。幼児教育では「知識・及び技能の

基礎」、「思考力・判断力・表現力等の基礎」、「学

びに向かう力、人間性等」の 3 つの柱から構成さ

れる資質・能力を育むこととされている。さらに

この 3 つの資質・能力は、遊びを通した生活全体

の中で育まれるものであるが、年長児後半に期待

される育ちとして、「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」が位置付けられた。 

 さらに、幼児期と児童期の教育活動は、双方の

教育活動のつながりを見通しつつ、展開すること

が必要である。そのために連携・接続の体制を作

り、課題を共有し、接続を意識した教育課程の編

成・実施を行いながら連携を深めていくことが求

められている。 

２２．．本本研研究究ににああたたっってて  

  園内では、幼児の育ちを「幼児期の終わりまで

に育ってほしい 10の姿」の視点から振り返り、教

育課程や指導計画の見直しに取り組んでいる。 

また、昨年度は、幼小交流にかかわる話し合い

で、双方の教育課程・指導要領・指導計画等をも

とに、幼小の教師間で育ちを共通理解し、接続期

のカリキュラム（幼稚園側）のもとになる資料を

集めることができた。 

 今年度は、昨年までの成果を踏まえ、園内研究

会において、子供の育ちの読み取りをし、それを

既存の教育課程・指導計画と照らし合わせながら、

幼小の学びを接続するカリキュラムの作成を目指

している。 

３３．．研研究究のの内内容容とと方方法法  

（１）事例研究会・研究保育・保育内容検討会・

週案作成等において、「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」10項目の視点から、年長児の発

達を捉える。 

（２）（１）で捉えたことを、園の教育課程・各月

の指導計画と照らし合わせ、育ちの方向性を再

確認したり、接続期カリキュラムの在り方を検

討したりする。 

（３）幼小交流活動の打合せ・反省会において、

教師間で子供の育ちを共通理解したことを、接

続期カリキュラム作成にも生かす。 

（４）（１）～（３）と、他園の教育課程と本園の

教育課程を比較検討したことを、接続期カリキ

ュラムの作成に生かす。 

  

４４．．実実践践 

（（１１））「「幼幼児児期期のの終終わわりりままででにに育育っっててほほししいい姿姿」」1100

項項目目のの視視点点かからら、、年年長長児児のの発発達達をを捉捉ええるる。。  

5歳児 10月の事例より 人とのかかわり ものとのかかわり 

 

【【ハハロロウウィィンンパパーーテティィーーをを開開ここうう】】  

9月末の運動会において、学年一緒に「SL銀河

の旅」の表現を楽しんだ子

供達。その中でも「白鳥座」

の表現に取り組んだ女児達

は、羽に使った布のふわり

としたやわらかな素材を  

（令和２年３月４日受理）
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気に入り、毎日自分達で身に着けて遊んでいた。

運動会後も、みんなで取り組んだ余韻に浸るかの

ように、身に着けて踊り始める姿があった。そん

な中「この羽、ハロウィンでもつけたいな。」とつ

ぶやく子がいた。すると、「あと 1か月でハロウィ

ンだもんね」とハロウィンの話題になり、子供達

は小さなお化けを作って壁に貼ったり、ハロウィ

ンのかぼちゃの絵を描いたり、仮装のための衣装

を作ったりし始めた。そんな姿から、「ハロウィン

＝仮装・かぼちゃ」というイメージがあることを

感じ取った。 

数日経つと、作った衣装を身に付けながらダン

スを踊ったり、鍵盤ハーモニカを演奏したりする

姿が見られてきた。そこで、ホールのステージ付

近を演奏や踊りの場とす

ることで、「いつもの場所」

という認識ができ、友達同

士集まって鍵盤ハーモニ

カで知っている曲を吹く

ようになった。また、子供達から「ハロウィンコ

ンサート」「お菓子作り」「お化け屋敷」「ランタン

の落書き」等と、ハロウィンのイメージがますま

すつぶやかれるようになった。その会話から、子

供達のイメージするハロウィンが「楽しそうなパ

ーティーやコンサート」であること、そして、昨

年の年長組数人がこの時期に開いてくれたハロウ

ィンパーティーのイメージが共通の姿であること

も感じた。 

【読み取った幼児の姿】 

◎人との関わり 

・運動会に学年みんなで取り組み、表現を作り上

げたという達成感を感じ、みんなと一緒に作っ

たことから、クラスの友達と気持ちのつながり

が深まっている。     自立心・協同性 

・自分達がやり遂げ、満足した体験は、再現して

楽しむ意欲にもつながっている。  自立心 

・友達のつぶやきを互いに受け止め合う雰囲気が

あり、そこから遊びが始まっている。協同性 

・「ハロウィン」という共通のイメージの中で「ハ

ロウィンパーティー」という目的を見出しなが

ら遊びを進めようとしている。   協同性 

・昨年の体験をもとに自分達も小さい組を呼んで

楽しんでもらいたいという思いを持っている。       

社会生活との関わり 

◎ものとの関わり 

・自分達の表現にぴったり合う心地よさを感じな

がら、白鳥の羽を繰り返し使っている。 

豊かな感性と表現 

・知っている曲を友達と一緒に鍵盤ハーモニカで

吹くことを楽しんでいる。 豊かな感性と表現 

・ハロウィン＝かぼちゃやお化けというイメージ

から、自分なりの衣装を作って楽しんでいる。  

豊かな感性と表現 

・ハロウィンに関わるそれぞれのイメージを言葉

で伝え合いながら自分たちの共通のイメージを

作っている。      言葉による伝え合い 

演奏するメンバーは、「ハッピーバースデー」

を吹くことにした際、「難しくない？」と問いか

ける子に対し、「音を書いてあげるよ」「一緒に

やるのが楽しいんだから」と教え合うようにな

ってきた。教師も「ハロウィンチームのみんな

でやると楽しいね」とつながりを大事にしなが

らかかわった。そのうちに「誕生会でも、「ハッ

ピーバースデー」を演奏したい」というアイデ

アが生まれ、10 月の誕生会でクラスのみんなに

聞いてもらい、自分たちの演奏に少し自信を持

つことができた。 

 そんな様子がクラスみんなにも伝わり、ハロ

ウィンの飾りを作ったりお化けカボチャの絵を

描いたりする子供達もいた。そこで、クラスみ

んなに絵本「ハロウィンってなあに？」を読み

聞かせすると、かぼちゃのランタンを作りたい

と言い出した 3人組が

いた。絵本に書いてあ

るように、本物のかぼ

ちゃを使って一緒に作

りたいのだと感じ、か

ぼちゃを用意した。包丁を使うところは教師が

やり、顔の部分は、子ども達のアイデアで、目

や口の形のシールを貼って、その周りを千枚通 
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しで少しずつ穴を開け、 くりぬいた。千枚通し
を使う順番を決めて互いに見守りながら道具を

使ったり、出てきたかぼちゃのかけらを集めた

りと、自然と役割ができ、3 人でランタンを作

り上げていった。 

【読み取った幼児の姿】 

◎人とのかかわり 

・演奏ができるようになりたいという共通の目的

に向かって教え合おうとする。    協同性 

・目的に向かって取り組んできたことをクラスの

仲間に認められ、自信を持つ。    自立心 

・一つのランタンを作るために、自然と役割分担

をして協力して作る。        協同性 

◎ものとのかかわり 

・互いに相手に受けて入れてもらえる安心感の中

で、「難しいよ」「音を書いてあげるよ」のよう

に、自分の意見を相手に伝え合い、遊びを進め

ている。        言葉による伝え合い 

・絵本で見たランタンのイメージから、どうやっ

たら同じものが作れるか考え、工夫している。       

思考力の芽生え 

・目的に応じて千枚通しなどの道具を選び、使っ

ている。         思考力の芽生え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（（２２））（（１１））でで捉捉ええたたここととをを、、園園のの教教育育課課程程・・各各月月

のの指指導導計計画画とと照照ららしし合合わわせせ、、育育ちちのの方方向向性性をを再再確確

認認しし、、接接続続カカリリキキュュララムムのの在在りり方方をを考考ええるる。。  

研究会で事例を読み取ったことを踏まえ、月末

の学年会等において、本園教育課程（5歳児Ⅲ期）

や各月の指導計画と照らし合わせて、子供の育ち

を確認した。 

 

【学年の反省に使う指導計画振り返り表】 

 

 

 

 

 

  

  

事例研で出てきた姿を、教育課程に照らし合わ

せて見直すと、子供達が夢中になって遊びを作り

出している場面には、教育課程で目指している姿

がそれぞれに表れていることが分かった。例えば、

事例１「ハロウィンパーティーを開こう」では、

これらの姿は、運動会における「SL銀河の旅」で

の表現から「ハロウィンパーティー」へとクラス

みんなで体験を重ねることを通し、より育ってい

く姿であることも確認することができた。また、

本稿の事例には載せていないが、同じような「友

達のよさ」を認める場合でも、卒園を間近に控え

た 2月には、1年の自分達の成長を振り返り、よ

り深いつながりの中で子供達が話し合いをしてい

ることも分かった。そのつながりが、修了式に向

けての取り組みの中で、一人一人に合った言葉を

見つけて話すことにもつながっていく。 

 

 このように、遊びや生活において、体験が重な

りつながりあっていく子供の具体的な姿を、カリ

キュラム上に表すことができるかどうか検討した。

実際、年長組の子供達は、このハロウィンパーテ

ィーで体験し培った姿（（１）参照）を糧にして、

その後の取り組み（たんぽぽ・きく劇場（11月）、

クリスマスパーティー（12月））に生かしながら

生活を積み上げてきている。今年度の年長組後半

の生活の中で、「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」を特に意識して取り組んだ活動がつながり

合い、子供達が育っていく様子を、本園の教育課

程をもとに、次のように表にまとめてみた。  

 

【その後の展開】 

演奏、ランタン作りなど、それぞれが楽し

んでいることがクラスみんなに伝わり、遊び

のイメージの糧になってほしいという思いを

込め、ハロウィンに関わる絵本を読んだり、

子ども達が作ったカボチャのランタンに火を

灯し、みんなでじっと火を見つめたりする時

間を作ったりした。そんな体験を 

重ねる中で、他の子供達の間でも 

「パーティーを開こう」というこ 

とが共通の目的になり、少しずつ 

準備を進めていくことができた。 

・その月の振り返りをする。 

・【付箋】赤が成果、青が改善点 

・その月の子どもの姿を書き、学年内

で振り返る。その際、月指導計画の

どこの部分とつながるか検討し、保

育に反映させていく。 
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このような形にまとめたものを本園接続期カリ

キュラムの原案とした。図に「※事例１」とある

ように、具体的な事例があることで、カリキュラ

ムをどのように実践しているのかが小学校以降へ

つながりやすくなると考え、右記のような A4サイ

ズの事例を接続期カリキュラムに付け足していく

ことにした。現在、2月のカルタ作りを始め、事

例をさらに増やしているところである。また、10

月～3月のまとまりを、さらに 10月～12月、1月

～3月に分けることで、体験の深まりがより分か

りやすくなるのではないかと考え、園内で形式を

検討中である。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

本園 5歳児の教育課程（一部） 
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（（３３））幼幼小小のの教教師師間間でで接接続続ににつついいてて共共通通理理解解すするる  

１）幼小交流活動の計画において 

 年 4回の交流会前に、年長担任と 1年生担任が

集まって子供の姿を共有する話し合いをし、それ

らをもとに、交流活動の計画を立てている。その

際、幼稚園からは、（１）（２）で述べてきたよう

な「この時期の幼児の姿」を、子供のエピソード

をもとに「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10

の姿」を念頭に置いて、具体的に伝えるようにし

た。さらに、教育課程（5歳）や月指導計画をも

とに、その時期に合わせた活動内容を提案し、小

学校の教師と子どもの姿を共通理解できるように

した。その話し合いの一部を紹介する。 

第 3回の交流会（11/6）に向けての話し合い 

【本園 11月の指導計画のねらい】 

・自分なりのめあてに向かって考えたり試したり

工夫したりしながらやり遂げた喜びを味わう。 

・友達と共通のイメージや目的を見出しながら遊

びを進めていく。 

 まず、幼小の教師双方で一人一人の今の子供の

姿について話し合いを行った。前回までの交流や

子供達の個々の育ちを見ていて、気になることや

ねらいにせまる姿に近づけるための教師のかかわ

りなど、交流当日の子供達の姿をイメージして話

をすることで、具体的に教師の援助の方向性が見

えてきた。 

例えば、左記の指導案のねらいにあるように、

「ペアの友達と思いを出し合いながら遊ぶ」とい

う姿はどういう姿なのか、話し合った。クラスの

子供の○○ちゃんだったら、こういう姿ではない

か、と思い描きながら話すことで、幼小の教師間

で、子供の育ちについての共通理解を深めること

ができた。その際、幼稚園の教師は、（２）の接続

カリキュラム案の「道徳性・規範意識の芽生え」

に関わる「友達のよさを認めたり、考えを受け入

れたり、相手の気持ちに合わせて自分の出方を調

整したりしながら遊びを進めていく」と言う部分

について、接続期カリキュラム案の記載内容をよ

り自分達のものとして理解することができた。ま

た、教材について、交流する時間の中でどのよう

なものが出来上がっていくのか、予想しながら検

討することができ、材料の準備を進めていくこと

ができた。左記の指導案は、このような話し合い

を経た中で幼小の教師が一緒に作成したものであ

る。 

 

2)交流活動の反省会において 

 一緒に話し合うことにより、学びを支える教師

の関わりの大切さを共通理解することができ、ま

た、「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿」

について、具体的なエピソードをもとに話してい

たからこそ、双方の教師間で共有されてきている

のを感じた。ここで一緒に見取った子供の育ちも、

11月の指導計画や教育課程（5歳児Ⅲ期）と照ら

し合わせ、接続期カリキュラムの作成につなげる

ことにした。 

【反省会で話し合われた話題より】 

・ねらいを達成した姿とはどんな姿かを具体

的に出し合い話し合ったことで、子供の行動

の背景を考えるようになったり、かかわり方

を考えるようになったりし、子供達の育ちを

支えるかかわり方につながった。 
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・共に教材研究をするこ

とで、ねらいにせまる

子供の姿に近づくた

めの工夫について考

えることができた。 

  

  

（（４４））他他園園のの教教育育課課程程もも参参考考ににししななががらら、、接接続続期期

カカリリキキュュララムムのの編編成成ををすするる  

１）現在の教育課程を改めて見直す 

 他園（国立大学附属幼稚園）の教育課程を手分

けして読み込み、園内研究会において、書かれて

いる内容や形式につ

いて検討した。他園の

教育課程と比較する

ことで、本園の教育課

程を改めて見直し、私

達が見通しをもって保育をしていくために、どの

ような形の教育課程がよいか意見を出し合った。 

その際、本園の教育課程に取り入れられるとこ

ろ・本園の教育課程のよさを整理した。 

２）接続期カリキュラムの作成 

 ・（１）～（４）までの各種研究会で学んだり整

理したりしてきたことをもとに、原案としての

接続カリキュラムとその具体となる事例のいく

つかを、3月までに作成する予定で進めている。 

 

５５．．成成果果とと課課題題 

（（１１））成成果果  

・これまでの園内研究会や幼小交流に向けての協

議を通し、教師間で共通理解したことをもとに

接続カリキュラムの原案を事例と共に作成する

ことができた。 

（（２２））課課題題  

・今年度の成果をもとに、来年度は実践しながら

接続期カリキュラム（幼稚園側）の内容の検討

を重ね、カリキュラムに付随する事例を多く集

めていく。さらに、幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿の具体を明らかにしていく。 

・幼稚園で今年度作ったものを元に、小学校側の

接続期カリキュラムの作成に当たり、これまで

幼小交流活動等で重ねてきたつながりをもとに、

協力し合っていく。 
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他園のよさ 
・3歳～5歳が一覧表になっていたり、1期・Ⅱ期…というのが 5
歳まで続きになったりしていて、年齢間のつながりを意識しや
すい。 
⇒本園も各年齢を 3期ずつに分けていたが、3歳～5歳まで続けて
Ⅰ期～Ⅸ期とすることで、つながりをより意識できるのではな
いか。 
・その期に行う主な活動や遊びなどが写真等で明記されていて、
具体的にイメージしやすい。 

⇒本園の教育課程の下欄に「主な遊びや活動・行事」などの欄を
設けてはどうか。 

本園のよさ 
・発達の過程が示されているのがよい。 
・10の姿が体験の中に示されているので、教育要領にある 10の姿
がイメージしやすい。 
・各学年見開き 1ページ分なので学年の 1年を見通せる形が分か
りやすい。 
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